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一言フレーズ、屋久島山岳部適正利用ビジョンのタイトル、ビジョン骨子の項目 

 

第 3 回検討会では、提示した「一言フレーズ（委員案）」について、いただいたご意見を踏

まえ、「一言フレーズ」、「ビジョンの一般向けタイトル」、「ビジョンのタイトル」を決定した。 

 

１．１ 「一言フレーズ」 

「一言フレーズ」は、屋久島の山岳部利用のあり方についてのビジョン（未来像・目標※）

を端的にわかりやすく表現するものとする。 

 

山を畏れ 山に学び 山を楽しむ （主題） 

～山・里・海の魅力あふれる屋久島～ （副題） 
 

※【参考】未来像・目標（50 年後の目指す姿） 

（１）原生性と神聖性、人の一生よりはるかに長い時の流れ、生物や物質のつながりと循

環、自然の恵みと厳しさが残る山（島） 

（２）登山の入門者から豊富な経験を持つ登山者まで自然を深く堪能できる山（島） 

（３）人と自然の関わり方、新しい山の文化を模索し、発信する山（島） 

 

１．２ ビジョンのタイトル 

ビジョンのタイトルについては、「一言フレーズ」と合わせて広く発信しやすいものとする

ため、一般的向けの簡易な名称をつけ、正式名称を付記する。 

 

屋久島山岳ビジョン 

（屋久島世界自然遺産・国立公園における山岳部適正利用ビジョン） 
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屋久島山岳ビジョン 

（屋久島世界自然遺産・国立公園における山岳部の適正利用ビジョン） 

の骨子イメージ  

 

１．作成目的  

２．背景  

（１）屋久島（山岳部）の特徴と価値  

（２）屋久島の歴史と社会の変遷  

（３）屋久島山岳部の保護と利用の状況  

（４）屋久島山岳部の保護と適正利用に関する取り組み経緯  

（５）屋久島山岳部の保護と適正利用の課題  

（６）その他  

３．対象区域  

４．ビジョンと基本方針  

※理念、目指す姿（目標）と目標実現のための方針  

５．適正利用のためのあるべき利用体験ランク設定  

６．あるべき利用体験ランクごとの（管理）目標・方針  

７．施設の整備と維持管理  

（１）施設の整備  

   ※施設の整備及び維持管理の方針や内容、施設整備・維持管理の水準設定  

（２）施設の維持管理  

※維持管理の方針・方策  

８．利用者管理誘導と情報の提供  

（１）利用者管理誘導      

※例：適正利用のための、利用コントロール、ルールなどの方策  

（２）情報の提供  

※例：あるべき利用体験ランクやその他利用に関する情報を分かり易く情報

提供し、利用者自ら自分に合った屋久島の楽しみ方を選択できるようにす

る方策など  

９．モニタリング  

※モニタリング項目・基準  

１０．その他（管理体制・担い手確保等）  

 


